
平成 1 5 年度第 2 回理事会抄録                       

日 時 ：平成 1 5 年 7 月 1 9 日（土）ＰＭ 1 3： 0 0～ 1 7： 4 0  
場所：（ 社 ） 日 本作業療法士協会  7 階  会 議 室  
出席：杉原（会長）、中村春、山根（副会長）、荻原（事務局長）、冨

岡、古川、長谷川（監事）、香山、鶴見、曳地、比留間、岩瀬、

松房、山田（常務理事）、大丸、中村茂、片岡、早川昭、日垣、

山本、長尾、小林正、大熊（理事）、石塚、毛束、千島（部・委

員長）、大嶋（都道府県連絡協議会）  
Ⅰ .審議事項  

1 .第 3 8 回総会の反省（千島総会議事運営委員長） 6 月 2 6 日に北九
州 市 西 日 本 総 合 展 示 場 新 館 に お い て 行 わ れ た 総 会 に つ い て 概 略

報告。正会員数 1 万 7 , 5 5 6 名に対し、出席会員 4 2 1 名、委任状数
6 , 3 9 3 名で定足数の 5 , 8 5 2 名を十分超えた。第 1 号、 3 号議案に
ついて、それぞれ 3 0 分程度の質疑応答の後、ほぼ予定どおり終
了した。                 → 承 認  

2 .新体制について（会長）平成 1 5 年度の理事体制として、会長：杉
原素子。副会長：中村春基、山根寛。監事：冨岡詔子、長谷川元、

古川宏。顧問：矢谷令子、寺山久美子。常務理事：荻原喜茂、岩

瀬義昭、香山明美、鶴見隆彦、曳地範晃、比留間ちづ子、松房利

憲、山田孝。理事：大熊明、大丸幸、片岡愛子、小林正義、長尾

哲 男 、 中 村 茂 美 、 早 川 昭 、 日 垣 一 男 、 山 本 伸 一 。 部 長 ： 財 務 部 ･

石 塚恵子、学術部・浅井憲義、教育部・小林毅、広報部・三沢幸

史、福利部 ･服 部 正治、渉外部・中村春基、事業部 ･塚 原正志、調

査部 ･奈 良篤史、保険部 ･東 祐二、国際部・佐藤善久。常設委員会

委員長：企画調整委員会・毛束忠由、規約委員会・千島亮、選挙

管理委員会・志水宏行、学会評議委員会・岩崎テル子、表彰委員

会・ 市川 和子 、 W F O T 認 定等 教育 水準 審査 委員 会 ･佐 竹 勝 。 特 設

委員会委員長：作業療法成果検討委員会・森山早苗。痴呆に対す

る作業療法検討委員会・香山明美。倫理委員会・小野敏子。保健

福祉対策委員会・星克司。事務局内委員会（総会議事運営委員会）：

庄司博。                      → 承 認  
3 .生涯教育新制度移行と総会意見について（日垣教育部担当理事）  
( 1 )総 会 の 意見 を 受 け、 士 会 の未 申 請 研修 会 に つい て 、 新たに 9 月

3 0 日までに申請を認める。会員個人の未登録申請単位についても
1 0 月 1 5 日から 3 1 日限定で受け付ける。   → 承 認  

( 2 )士会に 2 年の期限つきの教育部員 1 名を設置し、集中的にその部
員に実務を説明するための 1 泊 2 日の委員会を 1 0 月に開催する。  

                    → 承 認  
( 3 ) 1 5 年度入会者への認定作業療法士になるためのカリキュラムと、

1 5 年度以前の入会者についての修得要件について、資料で確認。



更新条件、現職者研修会の内容、新人教育プログラムのスカパー

利用の認定について、審査料、受講料等について検討した。  
( 4 )「作業療法士教育の最低基準及び審査基準」についての意見があ
れば 8 月 1 0 日までに提出。  

4 .その他  
1） 賛 助 会 員 入 会 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 広 島 大 学 保 健 科 学 研 究
科作業行動科学研究室の博士課程 2 年叢  麗 氏の入会。→ 承認        

Ⅱ .報告事項   
1 .第 3 7 回日本作業療法学会報告（大丸学会長）業者のリスト不備の
ため、学会費の事前納入の確認作業に手間取り、受け付けが混雑

した。企画にボリュームがありすぎ、運営が大変だった等の反省

点と参加費の日割りも必要か等の課題が挙げられた。  
2 . J I M T E F 個別研修生の受入れについて（荻原事務局長）（書面報告）。 
3 .第 4 0 回学会開催地立候補について（荻原事務局長）第 4 0 回の学
会開催地の立候補届けが出ている。 8 月理事会で審議する。  

4 .広報ビ デオに つ いて（山本広報部担当理事） 4 月に試写をした広

報ビデオが完成。作業療法啓蒙用の C M 放映も予定している。  
5 .実 務 者研 修 会 につ い て （比留間保険部担当理事）診療報酬関係の
実務者研修（ 6 月 2 8 日）に士会 4 8 名が参加。  

6 .ガイドラインについて（山根理事）ガイドラインの最終版完成。  
7 .診療 報酬 改定 対策 推進 担当 から の提 案に つい て （中村診療報酬改
定対策推進担当理事）担当者会議からの経過報告と、臨床現場か

らの情報収集とその対策部署がどこなのか等の問題提起、またモ

ニタリングの検討と実施などが提案される。  
8 .選挙業務報告（書面報告）  
9 .その他  
1）医療福祉チャンネル 7 7 4 との契約について（荻原事務局長）平
成 1 2 年 9 月に交わした契約書を含め、法律事務所に内容のチェ
ックを依頼している。 8 月に契約に関する詰めを進めていく。  

2）社会福祉・医療事業団助成事業報告  書 面報告  
3） 国 会 議 員 推 薦 に つ い て （ 杉 原 会 長 ） 薬 剤 師 連 盟 か ら 、 J I M T E F
の 理 事 の 小 西 恵 一 郎 氏 が 参 議 院 の 比 例 代 表 で 立 候 補 す る の で 推

薦お願いしたいという依頼書を受けている。これまで同様、政策

協定を取り交わすことができるかが焦点となる。  
4）韓国研修リハビリ研修団の日本研修について（荻原事務局長） 8
月 6 日 1 8 時 3 0 分から会長、副会長、W F O T 代表、国際部長、広
報部参加で交流会を持つ。  

5）平成 1 5 年度「地域保健総合推進事業」について（中村副会長）
公衆衛生協会に今年度も研究継続の申請をした。2 4 日にヒヤリン
グ予定。  



6）第 3 回コメディカルの連携を考える会について（鶴見渉外部担
当 理 事 ）「 心 神 喪 失 者 観 察 法 で の 地 域 で の 対 応 」 を 議 題 と し て 、

法務省保護局を交えて 7 月 1 8 日、厚労省において行われた。  
7）高齢者リハビリテーション研究会について（杉原会長）「高齢者
リハビリテーション研究会」が老人保健局長の私的研究会として

発足した。協会として保険部員の太田睦美氏がメンバーとして参

加。  
8）養成校の教員数充足等について（杉原会長）  
教員数充足等の実情について、厚生労働省医事課との間で幾つか

の確認を行った。  
9）広報誌「オペラ」について（長尾理事）  
最新号掲載の中に、自助具に関する安全管理上問題となる内容が

見られたので、再度、広報部担当による点検強化が必要。  
1 0）「 地 域 保 健 従 事 者 の 資 質 の 向 上 に 関 す る 検 討 委 員 会 報 告 書 」 に
ついて（中村副会長）  
報告書中、研修会に O T、 P T 等が参加可能な体制を組む必要性

が提示されている。  
 
 


